



主  論  文 
 
 
Unique hemoglobin dynamics in female Tibetan highlanders 
チベット高地民の女性における特異なヘモグロビン動態 









緒   言 


















3560m に位置し、ムスタン地区総人口の 6.4％を占める合計 452 人（132 世帯）が生











結   果 












貧困指数、及び血管径の 4 因子が相関していた。 
 
考   察 
男性の生理値は、低地で生活をする人と変わらない一般的な加齢による影響を受け
ていた。一方で女性では、加齢に伴ってヘモグロビン濃度が上昇するという特異な動
態が観察された。多変量解析の結果、ヘモグロビン濃度は年齢の他に、血管径、脈圧、
貧困指数と相関していた。閉経後の女性では血管拡張能を有するエストロゲンの分泌
量が減少することから、加齢に伴う血管径の短縮が進行する。それに伴って血管負荷
が増加し、脈圧も高くなっていると考えられる。また、レニン-アンギオテンシン系
は酸化ストレスを促進して血管収縮物質の産生と一酸化窒素による血管拡張能の低
下を引き起こすことが報告されているため、女性の血管拡張能の低下をさらに進めて
いる可能性がある。貧困は心血管疾患の発症リスクと関連しているとの報告もあり、
ムスタンにおける貧困が動脈硬化を促進している可能性さえある。さらに低酸素環境
下における閉経前の日常的な出血（生理）や出産も高地生活における血管負荷に拍車
をかけているのではないか。 
このように女性がチベット高地民特有の血管拡張能を失うと、十分な酸素を組織へ
供給するためにヘモグロビン濃度を上昇させるしかないのではないか。このような性
差は、低酸素という過酷な環境へ適応するために生じたものである可能性がある。 
 
 
